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ウマノオバチ Euurobracon yokahamae (Dalla Torre, 1898) 
(Insecta: Hymenoptera: Braconidae) の生活史 , 特にその寄主について

Notes on the Life History of the Parasitoid Wasp, Euurobracon yokahamae 
(Dalla Torre, 1898) (Insecta: Hymenoptera: Braconidae), 

with Special Reference to the Natural Host Insect

加賀玲子 1）・川島逸郎 2）・苅部治紀 1）

Reiko Kaga1） , Itsuro Kawashima2）  & Haruki Karube1） 

Abstract.  Euurobracon yokahamae (Dalla Torre, 1898) is interpreted as an endangered species 
(Level II) in the Red List of Kanagawa Prefecture. However, over the last ten years, eyewitness 
accounts and collecting records of the species have been increasing, especially on chestnut trees 
and surrounding coppices. Its hosts have long been considered to be larvae and pupa of Batocera 
lineolata and larvae of Massicus radddei. In this study, it is clarified that E. yokahamae infested 
the pupa of M. raddei, based on such remains as head capsules and normally molted outer peels of 
the hosts.
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はじめに

　ウマノオバチ Euurobracon yokahamae (Dalla 
Torre, 1898) は、本州、四国、九州、台湾、中国、

インド、朝鮮半島、ラオスおよびタイに分布す

るコマユバチ科の寄生蜂である（Quicke, 1989）。
体長の数倍にもなる長大な産卵管を持つ特異な

外観から（図 1）、江戸時代の著名な本草図譜の

ひとつである「千蟲譜」その他、多くの古図譜に

も描かれているように、古来より日本人の目を惹

く虫であった（例えば小西 , 1982）。種名に「横浜」

図 1. 長大な産卵管を持つウマノオバチ♀ .
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の文字を冠しながら、一時は神奈川県内でも「幻

のハチ」とされ（長瀬 , 2004）、神奈川県レッド

リストでは「絶滅危惧 II 類」と位置付けられて

いた（長瀬 , 2006）。その後、神奈川県内を含め

て本種の記録が急増し（例えば長瀬 , 2008; 苅部・

加賀 , 2017）、特にこの 10 年ほどは、全国各地

の栽培クリ畑や畑周辺の雑木林における観察例

が増えている（例えば久松 , 2010; 後藤 , 2015）。
　このように、本種は注目度の高い昆虫であった

が、その寄主や生活史についての記録は非常に

少ない。寄主については、「シロスジカミキリ幼

虫説」（石澤 , 1933; 木下ほか , 1933; Watanabe, 
1934）、「シロスジカミキリ蛹説」（小熊 , 1941）、

「ミヤマカミキリ幼虫説」（石澤 , 1956）、「カミキ

リムシ、タマムシ、ボクトウガ幼虫説」（例えば

古川 , 1970）などが提唱されている。このように

多様な説が展開された背景としては、本種が直接

的な観察が困難な生木の心材部に穿孔する昆虫

に寄生するために寄主推測の余地が大きいこと

と、仮説の実証が困難なことが要因と考えられ

る。この中でも、「シロスジカミキリ幼虫説」は、

幼少向け学習図鑑など一般書籍に記されている

ことが多く（例えば、石井ほか編 , 1998）、現在

でも、最も普遍的に普及、認識されているもので

ある。

　筆者の一人である加賀は、2006 年に秦野市名

古木のクリ畑で、初めて本種を目撃して以来、長

大な産卵管の用い方など生態に注目し、その産卵

行動を明らかにすべく観察を継続してきた（加賀 , 
2009）。また、調査の中で、上記のように通説と

なってきたシロスジカミキリ寄主説に疑問を持

ち、その検証を行ってきた。今回はその中から、

本種の寄主について、初めて物証を持って明らか

にすることができたので、報告する。

方　法

　本種の継続観察地としては、神奈川県内の秦野

市名古木、秦野市弘法山などの個体数の多い産地

を選択し、野外で日中に目視観察を行った。

　また、本種の生活環の中で、直接観察が困難な

ことから、もっとも不明な点が多かった寄主の探

索については、以下の材料で記載するように、ク

リの部分枯死木を入手し、分解する手法で観察を

行った。

材　料

　本研究では、以下の 3 つのサンプルを入手し、

分解観察を行った。

サンプル 1　

採取日：2015 年 10 月 7 日

採取場所：神奈川県南足柄市岩原

樹種：クリ（栽培品種）

状況：山間の畑にある木で、伐採箇所は地上

高約 2 m の位置から生じた、直径 15 cm ほ

どの横枝。台風後の枝折れにより切断したも

のが博物館に持ち込まれた。

サンプル 2  

採取日：2017 年 1 月 23 日

採取場所：神奈川県南足柄市岩原

樹種：クリ（栽培品種）

状況：サンプル 1 が得られた木が枯死した

ため、伐採し薪にするために縦方向に割

ったもの（図 2）。直径 20 cm ほどの主幹部。

取得時には、すでに切断された状態であった

ため、地上高は不明。博物館に持ち帰った。

サンプル 3　

採取日：2017 年 7 月 24 日（解体日：8 月 7 日）

採取場所：茨城県牛久市

樹種：コナラ

状況：2017 年 5 月に産卵行動が確認された

木。コナラを中心とした雑木林縁部に生育し

ていた、直径約 40 cm と、本樹種としては

太い木。地上高約 1 m 20 cm ほどのところ

から切断し、博物館に持ち帰った。

結　果

成虫の出現期、日周行動および性比

　例年、4 月下旬～ 5 月下旬のおよそ 1 ヶ月間が

産卵行動を観察できる時期であり、同地域での

初見は 2013 年の 4 月 26 日、終見は 2010 年の

6 月 6 日となっている。県内での既報によれば、

初見は 4 月 15 日（青木・三田 , 2010）、終見は

5 月 14 日であり（岸 , 2012）、初夏の短い期間に

活動することが明らかになった。また、日周行動

については、その日の気温に左右されることが多

いようだが、晴天の高温下であれば、午前 9 時

頃から日没近くの午後 5 時頃まで、産卵のため

クリ畑に飛来する。ここで注目される点は野外に

おける観察個体の性比で、♀はカミキリムシ科甲

虫に加害されたクリやコナラなど生木への飛来、

産卵活動が観察されるが、♂は羽化脱出後の個体

が野外で観察、採集された例は、全国的にもこれ

まで少数しかなく（例えば佐久間 , 2010）、その

行動習性解明については今後の課題である。

♀の産卵行動

　これまでに記述されている産卵行動について



Life History of Euurobracon yokahamae (Dalla Torre, 1898) 61

は、寄主となるカミキリムシの幼虫に向けて、樹

皮上から長い産卵管を刺し込む、といった説明が

なされるか（例えば堀内 , 1934）、あるいは、幹

に開いた穴から長い産卵管をさし入れると記し

た文献（例えば石澤 , 1956）が多かった。

しかし、実際に観察された事例では、樹幹の表面

から産卵管を刺し込むのではなく、飛来した♀

が、カミキリムシの食害等により生じた樹皮の割

れた隙間から、その幼虫の坑道に潜入して行き、

坑道内で反転しては入口から外側へ出て来ると

いう行動を繰り返した後、最終的には、産卵管の

先端部をカミキリムシ幼虫の坑道内に残した状

態で、頭部を下向きとした状態で幹上に定位する

ことが多い。その上で、体を左右に傾けながら、

長い産卵管を波打たせるように送卵するとみな

されるものであった（加賀 , 2009）（図 3）。その後、

産卵を完了したと思われる♀は、産卵管先端部を

ゆっくりと坑道内から抜き、付近の樹上など高所

へと飛び去る。2006 年から 2017 年までの 35 例

の観察でも同様の行動が見られており、上記の行

動パターンにほぼ例外はなかった。しかし、潜入

後 1 時間以上を経ても、坑道から出たことを確認

できなかった 2 例、産卵行動中と思われる♀が他

の♀個体の潜入により、追い出された状況となっ

た 2 例を観察している。

材木中で観察された寄主と本種成虫

　今回得られた 3 つの寄生木を分解した結果は、

以下のとおりである。

サンプル 1：カミキリムシ蛹室を水平方向に、ほ

ぼ 1/2 に切断した状態であった。本種成虫 8
♂ 10 ♀（乾燥標本 KPM-NK 62377~62383, 
KPM-NK 62385~62393, 液浸標本 KPM-NK 
62384, KPM-NK 62394）が得られた。ただ

し、本種の寄生を受け、蛹室にその羽化した

図 2. ウマノオバチが入っていたクリ材 . カミキリムシ蛹室に入っている状態のウマノオバチを丸囲みで示した .
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ウマノオバチの新成虫を含むことに気づい

たのが、一部の個体が這い出してきた後だっ

たため、材中にあったもの全てを回収できて

いない可能性がある。材中での状況として

は、カミキリムシ蛹室を裏打ちするように本

種による共同の繭が紡がれており、その繭に

取り込まれた形で、口器を伴う頭蓋の一部を

含めた、正常に脱皮したカミキリムシ科幼虫

の外皮が回収された。また、ウマノオバチ成

虫は、外部からの刺激により、腹部から乳白

色で乾くと固着する、テントウムシ科甲虫が

分泌する液体と似た臭いを発する体液を分

泌するが、ウマノオバチが入っていたカミキ

リムシの蛹室全体から、この臭いが発散する

状態であった。

サンプル 2：カミキリムシ蛹室中に、本種の新

成 虫（ 液 浸 標 本 KPM-NK 62395~62403, 
KPM-NK 61000~61008）が、密集状態で入っ

ていた（図 4）。サンプル 1 と同様に、カミ

キリムシ蛹室を裏打ちするように共同の繭

が作られており、その中には正常に脱皮した

カミキリムシ幼虫の外皮が入っていたが、口

器を含む頭蓋等は、伐採の時に飛散あるいは

こぼれ落ちたためか発見できなかった。

サンプル 3：カミキリムシ幼虫の蛹室を縦方向に

切断したものであるが、その中からはウマノ

オバチ新成虫 4 ♂ 7 ♀（液浸標本 KPM-NK 
61013~61023）とともに、カミキリムシ幼

虫の口器がサンプル 1 と同様、本種による

共同の繭にとりこまれた形で回収された。ま

た、カミキリムシ幼虫の正常に脱皮した外皮

も残されていた。

　以上の 3 サンプルにより、宿主となるカミキ

リムシ幼虫は蛹室の中で、終齢幼虫→前蛹→脱皮

→蛹→成虫と変態する過程で、蛹化する最後の脱

皮までは正常に成長していたことが判明した。こ

のことから、本種は蛹の状態となったミヤマカミ

キリに寄生していたと見なされる。

　また、サンプル 3 により、本種は、8 月上旬に

は材中で羽化し新成虫となっていた点が明らか

となった。この事実は、5 月頃までに産下された

卵は孵化後、ミヤマカミキリの蛹を摂食して急

速に成長し、遅くとも 8 月初旬には羽化に至り、

翌年 4 ～ 5 月に材の外へ脱出するまでの約 9 ヶ

月間、成虫となって材中で過ごす可能性が高いこ

とを示している。

　なお、「成虫の出現期、日周行動および性比」

で既述したように、野外で観察される成虫の性比

は圧倒的に♀が多いが、今回、脱出前のコロニー

内状況を観察した結果では、その比率は♂：♀が

8 :10, 18 : 4, 4 : 7 と、全体の頭数や比率も分散

傾向にあった。性比に関しては、石澤 （1956）も

6 例を挙げて報告している。そこでは、♂：♀は

6 : 3, 10 :6, 14 : 9, 14 : 11, 15 : 11, 13 : 14, とし

た上で、「一般にメスよりもオスが多い。また、

数の少ないものは栄養がよく大形であるが、数の

多いものは著しく小形で別種のようである」と述

べている。

宿主となったカミキリムシ科幼虫の外部形態と

その同定

　得られた 2 例のカミキリムシ科幼虫の脱皮殻

図 3. 産卵中のウマノオバチ♀ .

図 4. ウマノオバチ集団が確認されたカミキリムシ蛹室 .



Life History of Euurobracon yokahamae (Dalla Torre, 1898) 63

（液浸標本 KPM-NK63846）は完全なものではな

かったが、全体として保存状態は良好で、体幹

（胸・腹部）の表皮とともに、とりわけ節片化の

強い、口器を含む頭蓋前方域が残っており、亜科

への同定のみならず、種同定までほぼ可能であっ

た。本科の幼虫形態を概説した小島（1959）お

よび小島・林（1969）によれば、本科において、

従来本種の寄主としてしばしば挙げられてきた

シロスジカミキリが含まれるクワカミキリ（＝フ

トカミキリ）亜科と、今回寄主として想定された

ミヤマカミキリを含むカミキリ亜科とを区分す

る主要な形質のうち、後頭孔の数に関しては、前

者の後頭孔は 1 個、後者は 2 個あるとされるが、

今回の材料では、頭蓋の後方部は変形、破損して

いたため、その数は判別できなかった。

　前頭の前縁（図 5a）はほとんど直線状であっ

たが、これはミヤマカミキリの特徴に該当する。

　その他の形質としては、本材料の上唇（図 6）

は、シロスジカミキリのような横長の楕円形でな

く、基部が多かれ少なかれくびれた柄杓状で背面

には剛毛が多く生じ、小島（1959）および小島・

林（1969）によるミヤマカミキリの特徴に一致

する。

　本材料では単眼（= 側単眼 , 図 5b）は 3 個認

められたが、この点は、カミキリ亜科の中でも

ミヤマカミキリを含む群の特徴である（小島 , 
1959）。一方、シロスジカミキリでは 1 個とされ

るため（小島 , 1959）、本材料は該当しない。

　大顎（液浸標本 KPM-NK63847）の形状（図

7）については、シロスジカミキリの大あごの裁

縁の後端はゆるく内側に湾曲し、この内方は浅く

えぐれ、ここにある先端よりの斜稜は上面の稜に

達せずに消失するとされる。一方で、カミキリ亜

科の大顎は短く裁縁は丸みをおびるとされるほ

か、ミヤマカミキリの大顎の外表面には深い縦溝

があるとともに、中央よりやや下部に横襞があ

り、この上部は少数の斜溝があるのみでほとんど

平滑とされる（小島 , 1959）。本材料での特徴は、

図 5  カミキリムシ科幼虫の切片化した頭蓋前

方部（ミヤマカミキリと同定）.
A, 背面観 , B, 腹面観 . スケール : 2.5 mm.
腹面側 （B）は側方に側単眼をそなえる . 

図 6. カミキリムシ科幼虫の上唇（ミヤマカミキリ

と同定）. 背面観 . スケール :1 mm.

図 7. カミキリムシ科幼虫の大顎（ミヤマカミ

キリと同定）. 内面観 . スケール : 1 mm.

図 8. カミキリムシ科幼虫の脚（ミヤマカミキリ

と同定）. 側面観 . スケール : 0.25 mm.
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すべて後者に一致した。

　脚に関しては、小島（1959）によれば、クワ

カミキリ（＝フトカミキリ）亜科中、シロスジ

カミキリの幼虫は脚を有する群に入る点は、挙

げられた検索表からも読み取れるが、「きわめて

小さい脚がある」とあるのみで、その形状に関す

る記載はない。なお、「亜科に関する分類学的論

議」の項目中、「きわめて小さく、半球形の突起

と、少しくキチン化した爪とよりなる」とあるの

で、恐らくは、これに準ずるものであろう。やは

り小島（1959）は、ミヤマカミキリの脚につい

て、「5 節よりなり小さく、附節以外の各節には

剛毛がある」と記述する一方、その図においては、

先端寄りの 3 節以外は明瞭に描かれてはいない。

本材料における脚（図 8）は、とりわけ第 2 お

よび 3 節に剛毛を生じた明瞭な 3 節が認められ、

その概形は、小島（1959）および小島・林（1969）
のミヤマカミキリの図に類似する。

　以上の諸形質を総合的に判断した場合、本材料

（幼虫脱皮殻）は、少なくともフトカミキリ亜科

のシロスジカミキリではなく、カミキリ亜科のミ

ヤマカミキリと判定される。

考　察

　本研究で明らかになった、本種の寄主となるミ

ヤマカミキリは、産卵、孵化してから 3 年目の

冬は幼虫で越冬し、4 年目の 5 月下旬に蛹となっ

た後、6 月下旬から成虫となって材外へ脱出し、

7 月上旬～中旬に産卵する（小島・林 , 1969）。
本種が、ミヤマカミキリの蛹に寄生すると想定し

た場合、本種が卵から幼虫が孵化する時間を加味

すると、ミヤマカミキリの蛹期とされる期間と本

種の産卵時期のピーク（5 月中の 2 週間ほど）が、

ほぼ合致することがわかる。また、本種の産卵管

は体幹に相対して顕著に長いことから、上述の産

卵前行動からしても、その全体を自在に操ること

はできないと考えられる。そのため、もし寄主の

体内または体表へ卵を産下すると仮定した場合

でも、産卵管の先端を直に寄主へ刺すか、あるい

は挿入することは難しいと考えられる。このよう

な構造的な制限から、逃避行動など活動的な防衛

手段を持つカミキリムシ幼虫よりも、不動状態に

近い蛹の方が、産卵の成功率は高いと考えられ、

そのような適応を遂げたことが示唆されよう。

　一方、これまで本種の「寄主」と記述されるこ

とが多かったシロスジカミキリは、6 月中旬～下

旬頃に産卵を行い、1 回目と 2 回目の冬を幼虫期

で越冬する。3 回目の秋に蛹化し、材中で羽化し

た新成虫で 3 回目の冬を越した後、翌 5 月中旬

～下旬に材の外へ脱出する。1 ヶ月間ほど後食を

行うことにより性成熟を経たのち、交尾や産卵

を行うとされる（林・小島 , 1969; 窪木 , 1983）。
本種成虫の発生時期のピークは通常、5 月の連休

後の 2 週間ほどであるから、その発生時期には、

シロスジカミキリは幼虫期か（図 9）、または脱

出直前あるいは直後の成虫である。これまでの直

接観察の知見のように、本種が蛹にのみ寄生する

とすれば、シロスジカミキリの場合は、蛹の時期

は秋であり、本種の寄生は成立しない。

　冒頭で触れたが、本種の寄主についての仮説は

これまでその説の成立過程がきちんと検証され

ずにきたために、シロスジカミキリ説が主流と

なっていた。しかし、今回の研究により、寄生が

成立する時期や寄主のステージという観点から

も、ミヤマカミキリの蛹寄主説が本種のもっとも

矛盾のない生活史を説明でき、また実際に観察さ

れた 3 例すべてでミヤマカミキリ蛹が寄主であ

ることが明らかにされた。

　シロスジカミキリ寄主説は、筆者らの調査で、

原文献を参照しなかったために惹起された過誤

であることが明らかになっているが、これについ

ては別の機会に詳しく紹介したい。

今後の課題

　今回、本種の生活史の一部を解明することがで

きたが、いまだ多くの疑問が残されている。例え

ば、ミヤマカミキリ幼虫は坑道の先に蛹室を作る

際に、石灰質状の間仕切りを作る。これは、すで

に 1 月には作り上げていることを確認している。

図 9. ウマノオバチ発生時期のシロスジカミ

キリ幼虫の食害木．
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本種が、ミヤマカミキリ幼虫の坑道に潜入して産

卵すると仮定した場合、この間仕切りをどのよう

に突破して蛹室内の蛹に産卵するのであろうか。

前方に突出した大顎を用いて間仕切りを破壊ま

たは貫通させ、本体あるいは産卵管が通過する

ことのできる隙間や空間を作るのか、あるいは、

孵化した 1 齢幼虫が間仕切りを何らかの方法で

突破し、ミヤマカミキリの蛹まで取り付くのかと

いった点が、今後解明すべき課題である。

　また、ミヤマカミキリは産卵されてから 4 年目

の 5 月に蛹となるとされる（小島・林 , 1969）。
材中に様々な齢期の幼虫が混生していた場合、本

種成虫は、産卵に適した「蛹」であることを何に

よって探知、認識するのかなどは、実験系での観

察が必要かもしれない。

　本種のように、里山やそれを取り巻く雑木林に

生息する虫の盛衰は、人間の生活活動とも大きく

関わることが想定される。農家の高齢化、省力化

により、枝打ちなどの手入れがされない、収穫を

目的とはしないクリ畑が特に都市近郊に多く見

られる。この栽培クリの状態は、樹勢の衰えかけ

た木に産卵するミヤマカミキリの食害を多く受

けるようになった。寄主と遭遇する機会が増した

本種もまた、目撃する機会が増加した（図 10）。
しかし、畑として放棄され、雑木やクズなど被

覆されて、成虫の飛翔空間を失うなど本種にとっ

て劣化した環境になりつつあり、カキなどのカミ

キリムシから食害を受けにくい樹種への転換な

どにより、クリ畑そのものが消滅している状況も

多く見かけるようになった。今後、10 年単位で

経過を追跡した場合、以前のように、広範に分布

しながらも個体密度の低い種へと戻るのか、現在

と同程度の個体数を維持できるかといった点は、

現時点では予測不可能である。一時的にせよ個体

数を増していると想定される現在は、生活史を含

めた生態の全容解明、特に、寄主に対してどこに

卵が産下されるのか、また、幼虫期および蛹期を

調査するためのアプローチに適していると考え

られる。こうした調査目的に当たっては、これま

で行ってきた、材を直接に割る方法は効率が悪

く、今後は材中を観察するファイバースコープ、

CT スキャンなどの方法の併用も視野に入れる必

要があろう。
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ウマノオバチは、神奈川のレッドリストでは絶滅危惧Ⅱ類と位置付けられている。しかし、ここ

10 年ほど、全国的に、特にクリ畑や周辺の雑木林での目撃、採集例が増えている。その寄主につい

ては、従来、シロスジカミキリの幼虫、蛹、ミヤマカミキリの幼虫説があったが、本研究により、カ

ミキリムシ蛹室内に残された寄主となったカミキリムシの口器、正常に脱皮した外皮から、ミヤマカ

ミキリの蛹に寄生したことが物的証拠をもって明らかになった。
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